


らない場合はX線曝射前にアラートを出して撮影ミス
を防ぐなど、再撮影による被ばくを抑えます。また、患
者の体動を検知し、最適な撮影条件やタイミングを
提示してくれる機能なども実用化されています（図2）。

　次に「診断支援」です。胸部X線画像をAIが読み取
り、病変が疑われる領域を自動で検出し、可能性が高
い部分ほど濃い色で表示します。可能性が低くても薄
く色づけされるため、医師による見落としの防止に役
立っています（図3）。

　そして、「手術支援」では、例えば、CT画像から気管
支や肺の血管をAIが自動抽出し、その患者さんの肺
の3Dモデルを作成する技術があります。これにより、手
術前に切除範囲を正確にシミュレーションできます。
この結果、手術計画の効率化や手術成績の向上など
が期待できます（図4）。
　このようにAIを使うことで見落としやヒューマンエ
ラーの低減による安心・安全な医療、検査の待ち時間
の短縮、新人や専門外のスタッフをサポートする医療
の質の均一化など患者のケアに貢献しています。


